
 

 

２０１３年１月１１日 

 

阪神電気鉄道株式会社 

 

歴史的建築物を初開放！ 

「阪神沿線工場写真展」を開催します 

 

阪神電気鉄道株式会社（本社：大阪市福島区、社長：藤原崇起）では、当社が１００年以上前に火力

発電所として建設した尼崎レンガ倉庫を４日間限定で特別に開放し、館内で「阪神沿線工場写真展」を開

催します。尼崎レンガ倉庫を一般の方に開放するのは今回が初めてです。 

近年、工場やコンビナートの夜景などの景観を楽しむ産業観光が注目されていますが、阪神沿線にお

いても産業拠点となる工場が集積していることから、今回、「工場見学ツアー」のナビゲーターとして活

躍する兵庫県尼崎市在住の写真家・小林哲朗氏が撮影した阪神沿線の工場の写真を、かつて発電所とし

て産業を支えてきた尼崎レンガ倉庫に展示し、沿線の魅力を独自の視点で紹介するものです。 

また、工場写真展にあわせて、尼崎レンガ倉庫を発電所として利用していた当時（１９０５－１９１

９年）の写真、及び歴史を紹介するパネルの展示も行います。 

「阪神沿線工場写真展」は、阪神沿線の活性化施策の一つとして実施するもので、当社ではこれからも

沿線の活性化に資する様々な施策を積極的に推進していきます。 

「阪神沿線工場写真展」の概要は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「阪神沿線工場写真展」 概要】 

◆ 内  容  ・写真家・小林哲朗氏が撮影した阪神沿線の工場の写真を展示 

・写真家・小林哲朗氏の講演会を実施（各日１３：３０～、１５：００～） 

        ・尼崎レンガ倉庫を発電所として利用していた当時（１９０５－１９１９年）の 

写真及び歴史をパネルで紹介 

         ・阪神電車グッズの販売 

◆ 開催日時   １月２６日（土）、２７日（日）、２月２日（土）、３日（日） 

  各日１１：００～１６：００ 

◆ 場  所  阪神電鉄尼崎レンガ倉庫内 

（阪神電車尼崎駅下車、南東へ徒歩約３分 尼崎市北城内１１６） 

◆ 入 場 料  無料 

◆ 主  催  阪神電気鉄道株式会社 

◆ 問合せ先  阪神電気鉄道株式会社 経営企画室 TEL：０６－６４５７－２０９９ 



【尼崎レンガ倉庫】 

明治３８年（１９０５年）、現在の阪神本線である大阪（出入橋）～神戸（三宮）間の営業を開業した

当社は、火力発電所（現在の尼崎レンガ倉庫）を建設し、明治４１年（１９０８年）から電力供給事業

を開始。大正４年（１９１９年）に電力供給事業を廃止するまで稼動していた。 

歴史的建築物として、平成２３年（２０１１年）、尼崎市「まちかどチャーミング賞」を受賞した。 

通常は一般には公開していない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜地図＞ 
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 プロフィール】  

写真家・ライター 尼崎市在住。 

１０年間、保育士として保育園に勤務後、写真家へ転身。主な被写体は、巨大建築物・工場・ 

産業遺産・地下空間などで、日常にある非日常感をテーマに撮影。関西各地の工場見学ツアーの講師と

して活躍している。 

著作：「工場ディスカバリー」、「廃墟ディスカバリー」、「廃墟ディスカバリー２」 

共著：「ニッポン地下観光ガイド」 

受賞： 写真誌日本フォトコンテスト デジタル部門金賞受賞 

「Esquire」主催 デジタル写真賞‘０７－０８フォト＆ブログ部門グランプリ受賞 
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